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　現在の大阪府堺市に位置する堺環濠都市遺跡は、
近年の考古学的発掘調査からも中世国際港湾都市
としての繁栄が裏付けられている。近世初頭に同
遺跡の範囲を含む一帯は町割の大きな変更が行わ
れ「元禄二年堺大絵図」（国立歴歴史民俗博物館
所蔵、以下堺大絵図）に精緻な記録がみられる。
堺大絵図は非常に大判の絵図であり、紙の状態に
よる歪みなどの影響が認められる。
　絵図の情報に基づき模式的復元図を作成したと
ころ、現状の実測図ともよく対応する精度を備え
ていた。本稿では、とくに堺奉行所周辺に着目し、
近世の政治的施設と周辺の町割が近現代の都市へ
引継がれた様子を明らかにすることを試みる。堺
奉行所は比較的標高の高い平坦地に位置しており、
近世都市での城郭に匹敵する政治施設として計画
されたとみることができる。近現代の堺周辺の町
割の変化には1945年の堺空襲による被災の影響が
知られている。1945年以前に大阪市により撮影さ
れた「大阪市所蔵航空写真（昭和17年）」と「大
阪市所蔵航空写真（昭和3年）」では大阪市周辺が
撮影され、堺環濠都市遺跡の範囲も含まれる。昭
和3年の史料については撮影技術の問題などから
歪みが大きく、現状地形との比較は難しいとされ
る。
　しかし、元禄堺大絵図から作成した復元的模式
図と比較したところ、現状地形との対応を捉える
事が可能であるのみならず、堺奉行所周辺は元禄
以来の町割を継承していると考えられる。堺奉行
所の建物を含む敷地絵図との比較においても、よ
く対応が認められる。しかし、堺奉行所内の建物
などは近世段階で既に年代により状態の異なる絵
図が知られており、敷地内の様子や景観には変化
を伴うことが推測できる。
　近世を通じて製作された堺環濠都市遺跡の町割
を示す絵図も複数が現存しており、実測図として
の精度は伴わないとしても堺大絵図の模式的復元
図と比較することで街区の変遷をとらえることは
できそうである。大阪市所蔵航空写真（昭和3年）
とほぼ同時期に修正測図された一万分の一実測図
なども、堺大絵図の模式的復元図との対応を検討
することは可能であると考えられる。
　堺奉行所東側には堺大絵図の段階で幅七間と特
に道幅が広い通りが位置しており、景観にも特徴
があったと考えられる。航空写真では屋根の形状
や建物概形を捉えることができるため、3D-CGを
用いた模式的な景観の復元を試みたところ、近世
の行政機関の位置がそのまま近現代へ引継がれて
いた様子をうかがうことができた。史料画像の操
作技法の面でも、近代的測量法に依らない歴史史
料のGIS利用等が期待できる。
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　近世初頭に町割の大きな変更が行われたとされ
る堺環濠都市遺跡の一帯は「元禄二年堺大絵図」
（国立歴史民俗博物館所蔵、以下堺大絵図）に精
緻な記録がみられる。堺の現状地形は近世の町割
の多くを踏襲していると考えられる。しかし、近
世以前の町割との関係を十分に示す知見は知られ
ておらず、近年の考古学的発掘調査に基づく報告
からも、街路や溝の方向は現状と必ずしも対応し
ない事例が多いとされる。
　発掘調査成果と現状地形の対応をみる目的から、
江戸を対象として、近世の絵図史料に基づき、『江
戸復原図』１など多くの復元地図が作成されてき
ている。堺環濠都市遺跡に中世から近世への変化
が生じた場所は地形に依る影響を受ける傾向が認
められることから、近世から近代以降へと継続し
た特徴が存在すると推測できそうである。建物概
形が含まれており景観を推定する手掛りとなる近
代以降の航空写真資料を用いることで、近世から
近代以降の町割へ引継がれた可能性のある内容を
検討し、都市のなかで時代を超えて継続する可能
性のある事象をみいだすことを試みたい。
　堺は中世国際港湾都市としての繁栄が知られ、
堺環濠都市遺跡として考古学的発掘調査からも実
態が裏付けられている。堺大絵図は近世の整備状
況を記録した非常に大判の絵図であり、多くの情
報を含むが、画像としては紙の状態による歪みな
どの影響がみられる。絵図の情報に基づき模式的
復元図を作成し、現状地形の起伏と比較したとこ
ろ中世以前の都市構造とも濃密な関連が推測でき
た（高屋、2017）。
　大阪市航空写真は1945年以前に大阪市により撮
影され、「大阪市所蔵　航空写真（昭和17年）」と
「大阪市所蔵　航空写真（昭和3年）」２が知られ
ている。いずれも大阪市周辺が撮影され、堺環濠
都市遺跡の範囲も含まれる。
　同時期までに各地で航空写真が撮影されている
が、複葉機による撮影であったことや、写真測量
の技術が確立されていなかったことが知られてい
る（木全、1997）。昭和3年の史料についてはGIS
や画像処理ソフトを用いた接合は難しいが、昭和
初期の様相に遡ることができる史料として価値が
大きいとされる（松本、2016）。
　そこで、まずは航空写真の歪みの状態を把握す
る目的で航空写真のうち堺環濠都市遺跡周辺が撮
影されたフィルムの画像をトレースし、堺大絵図
の時点から継続していると考えられるランドマー
クの位置や街区を手がかりとして写真のトレース
図を調整して比較を行った。結果、フィルムによ
っては対応が難しい部分はあるが、各フィルムの
画像から比較的歪みが少ない部分を画像処理ソフ
トを用いて切り抜いたうえで接合し、現状地形と
の対応を見いだすことができる画像を得ることが
期待できそうであるとの見通しを得た（高屋、
2018）3。
　航空写真の撮影と近い年代の実測図として、大
日本帝国陸地測量部による一万分の一地形図大阪
近傍図が知られており、大正10（1923）年測量さ
れ昭和4（1929）年に写真測量による修正が行わ
れた版では「堺西部」「堺東部」4合わせて堺環濠
都市遺跡の範囲の大部分が含まれる。本稿では主
に後者の昭和4年修正測図版を用いた。「堺西部」
と「堺東部」で堺環濠都市遺跡の範囲をほぼ含むが、
南東角の南宗寺周辺のみ、いずれの一万分の一地
形図も範囲には含まない。
　堺大絵図模式的復元図の精度をあらためて検討
する目的で、昭和初期の一万分一地形図との比較
を行った。図1に示す。
　大小路周辺から南側はほぼ対応するが、北側へ
向かって道路の対応が難しくなることを確かめた。
堺大絵図において奉行所から北側は、街区の規則
性が弱くなる傾向が認められる（高屋、2017）。
また、錦之町と綾之町の境界部分で街区の方向に
変化がみられるが、これは堺大絵図から現在まで
継続している。堺大絵図は境界となる道路で分割
されており、綾之町から北側においても復元的模
式図と実測図の対応が難しい。模式的復元図に関
しては実測図との対応を改めて検討する必要があ
ろう。
　一方で一万分の一地形図には含まれないが、南
宗寺周辺に関しては、周辺の環濠などを手掛かり
として航空写真と地形図を比較できる。また、大
１．はじめに
２．堺大絵図と大阪市航空写真
３．堺大絵図模式的復元図と一万分の一
　　実測図
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き、画像加工ソフト（Adobe Photoshop）を用い
て画像補正が可能な単位に分割し、地形図と模式
的復元図の街区に合わせて配置してゆくことで、
全体の歪みが一様でないことを解消する手段とし
た。
　接合した堺環濠都市遺跡全景の写真を図2に示
す。方位とスケールは地形図による。大小路東側
周辺は２つのフィルムに含まれていたが、周辺部
の光量が不足したフィルムと、端が露光している
フィルムが該当しており、十分な画像を得ること
が難しい部分もみられるが、ほぼ実測された地形
図と対応させることができたといえよう。
　GISソフトなどでは、多少の歪み補正の機能が
備わっているが、当該資料のように歪みが一様で
ない場合はソフトでの補正は難しい。GISでの利
用には状態のよい接合画像が必要とされるが、今
小路南側は模式的復元図と地形図の対応もよいこ
とから、環濠南側までの航空写真を接合できそう
である。
　本稿では堺奉行所周辺を分析の主な対象とする
ことから、航空写真の接合は錦之町までを対象と
したい。
　昭和4年修正測図の地形図を航空写真と比較し
ながら、航空写真の歪みの状態を確認し、接合を
進めた。複数のフィルムに重複して撮影された範
囲については、地形図とよく対応するフィルムを
用いている。歪みの状態をみながら、フィルムに
含まれる街区から道路を境界として切り離してゆ
図1　堺大絵図模式的復元図と国立国会図書館所蔵一万分の一地形図（昭和4年修正測図）の比較
図2　大阪市航空写真（昭和3年）接合図と堺大絵図模式的復元図と国立国会図書館所蔵一万分の一地形図（昭和4年修正測図）の比較
４．一万分の一実測図と大阪市航空写真
堺奉行所周辺の近世から近代における町割と景観の変遷
161
規模がおおむね継続しているとみておきたい。し
たがって、堺奉行所周辺の比較的まとまった規模
の街区が近世を通じて、さらに近代に至まで維持
されていたと推測できそうである。
　堺大絵図の作成された年代に近い奉行所屋敷形
状に関しては、享保13（1729）年ごろの様子を描
くと考えられる「堺御役屋敷絵図（手鑑弐冊之
内）」を用いて検討している（高屋、2017）。
　昭和3年に航空写真が撮影された時点の同敷地
は、道路に囲まれた街区は元禄年間から継承され
ているとみてよいだろう。昭和7年の図では、奉
行所敷地は区裁判所と市役所が位置している。奉
行所南側の三つの敷地は東から、個人住宅と考え
られる一角、税務署、聖テモテ教会が位置してお
り、敷地形状は継続していると考えられる。同様
に西側の菅原神社も敷地形状とともに継続してい
後は模式的復元図と合わせることでGISでの利用
も試みることが可能であろう。
　また、近世以前の絵図など、現状地形との対応
をとらえることが難しい資料に関しても、同様に
適切な位置で画像を操作することで、GISソフト
の機能で補正できる範囲の歪みにおさえた画像を
得ることも期待できる。
　奉行所旧地はフィルム番号５292、304と305に
みられる。地形図と享保年間の絵図の起こし図を
調整して比較した画像と、航空写真にみられる堺
奉行所周辺を図3に示す。堺大絵図や絵図に描か
れた堺奉行所では、東側の与力・同心屋敷に面す
る側が幅七間の道路として示されている。地形図、
航空写真ともに同位置の道路は周辺と比較して道
幅が広く、おおむね七間の幅を継続していると考
えられる。奉行所東側の与力屋敷と同心長屋の街
区北側の幅も、ほぼ堺大絵図の表現と対応してい
るとみられる。また、奉行所南側の三つの街区も
堺大絵図からほぼそのまま継続しているようであ
る。奉行所敷地内への門の位置、敷地南側の一角
と門の位置も地形図、航空写真ともによく対応し
ているといえそうである。
　撮影されたフィルムの状態によって、画像の明
るさにむらがおおきいが、３点のフィルムの内容
を比較することで観察の精度を高めることは出来
そうである。
　しかし、奉行所西側には別の敷地として絵図と
は対応しない境界が描かれている。また、奉行所
北側の同心長屋も別の街区として区画されている。
堺奉行所の敷地がそのまま継続したとは限らない
西側の部分に関しては、別途検証の必要があるが、
まずは幅七間の道路に面した側に関して、街区の
図4　昭和7（1932）年ごろの旧堺奉行所周辺　国立国会図書館
所蔵地図資料編纂会編『昭和前期日本商工地図集成第2期
（大阪・京都・兵庫・奈良・和歌山・滋賀・三重）』柏書
房、1987より「信用案内第二八九號大阪府「堺市」（昭和7
（1932）年）」より作成。
 他の図と方向を揃えるため東を上として上下逆に配置し
ている。旧奉行所周辺に網掛けを加筆。
５．堺奉行所周辺の景観の変遷
図3　地形図と航空写真にみられる奉行所周辺の比較 
 a：国立国会図書館所蔵一万分の一地形図（昭和4年修正測図）。b：たつの市立龍野歴史文化資料館所蔵「堺御役屋敷絵図（手
鑑弐冊之内）」による堺奉行所概形とaの比較。c：大阪市所蔵航空写真（昭和3年）292　d：大阪市所蔵航空写真（昭和3年）304。e：
大阪市所蔵航空写真（昭和3年）305。
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立していたと推測できるが、行政機関の存在を示
す景観として意識されていたものであろう。同心
屋敷の並ぶ様子も、塀が連続する景観を構成する
ものであるから、やはり町屋などが通りに面して
入口を設ける景観とは異なるであろう。
　近現代に至り、建物の様子は異なるが行政機関
が集中する一角である性質は継続しており、塀で
囲まれた内に建物が密集していたようである。学
校も一般の住宅が建ち並ぶ一角とは異なる景観を
呈する施設であり、こうした周辺一帯の雰囲気は
近世から近代にかけて継続していたと考えられる。
加えて、幅七間の道路が景観の印象に寄与する部
分が大きいことが模式図からもうかがえる。
　推測を重ねることが可能であれば、中世からの
町割の変更の際も、行政機関に相当する施設など
が存在したことは、は何かしらの痕跡を遺してい
たのではないだろうか。堺大絵図と地形の比較か
らは、奉行所周辺は比較的標高が高く、もっとも
平坦な範囲が広い土地であると判断できる。本稿
の範囲で早急な結論は得られないが、城郭を伴わ
ない近世都市として計画された近世堺の奉行所が
比較的標高が高い平坦地へ位置することには、改
めて注目しておきたい。
　堺大絵図と昭和初期の実測図ならびに航空写真
からは、元禄から享保年間にかけて堺奉行所が置
かれた敷地は、内部の建物構成が変化したことは
知られているが、おおむね近代まで比較的まとま
った敷地を維持していたことがうかがわれる。ま
た、堺奉行所の門が面する幅七間の道路は堺大絵
図に描かれた道路のなかでも特に幅が広いと考え
られるが、道路幅が少なくとも昭和初期まで継続
していたと考えられる。
　堺奉行所の敷地には、昭和7年の段階で区裁判
所と市役所が位置していたとみられる。奉行所に
は「御白州」と呼ばれる近世の裁判制度に伴う設
備が描かれており、奉行所は堺の行政機関として
も機能していたとされることから、近世の様子を
継承していたとみることができそうである。
　幅七間の道路の東側は与力・同心の屋敷であっ
たが、こちらは高等女学校と小学校に充てられて
いる。武家地の一部はまとまった規模の敷地を成
していたと考えられることから、学校などの敷地
るようである。地形図に描かれた建物概形と、航
空写真から把握できる建物概形はよく対応してい
るとみられる。
　与力屋敷と同心屋敷の街区には、堺高等女学校
と小学校が位置しており、西側の与力屋敷と同心
屋敷がさらに東側の敷地を含めて堺高等女学校へ
と変化しているとみられる。
　堺奉行所東側の道路は、堺大絵図では幅七間と
特に広い道路が描かれている。一万分一地形図で
も同位置の道路幅は周辺と比較して広く、道路幅
は継続していると考えられる。航空写真において
も道路幅は周辺と比較して広く、近世から行政施
設が継続して位置しており、幅の広い道路に面し
た特徴的な街区であったと考えられる。
　各資料の分析から、「堺御役屋敷絵図（手鑑弐
冊之内）」に描かれた享保13年ごろの奉行所周辺
は塀に囲まれた敷地内に奉行所の建物が分布して
おり、通りからは門と屋根の一部が見えるに留ま
る閉鎖的な景観であったことが推測できる。道路
東側の与力屋敷や同心長屋も、とりわけ独立住宅
を形成する傾向が知られる与力屋敷も塀で囲まれ
ていたことが推測できる６。
　昭和3年の景観は、幅七間の道路西側に塀で囲
まれた内に裁判所と市役所の建物が並び、東側は
小学校と高等女学校が位置するものであろう。
　幅七間の道路から北側を望む景観と、昭和3年
の航空写真などから得られた建物情報に基づく同
方向の景観模式図を図5に示す７。住宅とオフィ
スビルが混在する現状とは異なる景観を成してい
たことが推測できる。
　近世段階では塀と門が特徴的であり、敷地奥の
比較的規模が大きいと考えられる土蔵や、家中長
屋などの屋根が塀の上に少し見える景観であった
と考えられる。町屋が建ち並ぶ商業地区や、寺院
や神社などの周辺とはあきらかに異なる景観が成
図5　堺奉行所周辺の景観模式図による比較　左：享保13年ごろ　右：昭和3年ごろ
６．おわりに
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面積を必要とする施設が継承している傾向を推測
できる。
　高等女学校の立地には、現在はさらに東側へ敷
地を移して大阪府立泉陽高等学校が位置している。
都市の中心部分に広い敷地を占める学校の存在は、
周辺の景観へ与える影響も大きいと考えられる。
その後も現在までに町割は大きく変更されている
が、近現代の航空写真を用いることで、近世段階
での都市の様子の一部がどのように現代へ継承さ
れてきたかをとらえる手掛りを得ることができる
のではないだろうか。
　他の近世の絵図や、明治から大正期の実測図を
用いた検討ならびにGISを用いた分析は今後の課
題である。
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